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本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
９
５
２
万
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
そ
れ
ぞ
れ
３
１
１
億
２
９
８
３

万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
放
送
公
開
番
組
推　
　

　

進
事
業

１
３
６
万
円

○
糸
満
市
観
光
文
化
振
興
事
業
施

　

設
使
用
補
助
金　
　
　
　
　

１
５
０
万
円　

○
認
可
外
保
育
施
設
食
材
料
費
負

　

担
軽
減
事
業

97
万
円

○
母
子
手
帳
ア
プ
リ
事
業２８

４
万
円

○
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事
業

　
（
経
営
開
始
型
）

６
８
５
万
円

○
糸
満
ふ
る
さ
と
祭
り
推
進
事
業

１
０
９
２
万
円

○
観
光
地
公
園
環
境
美
化
強
化
事

　

業

９
４
６
万
円

○
中
央
図
書
館
省
エ
ネ
空
調
設
備

　

導
入
事
業

１
億
９
９
８
０
万
円

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
、
議
員

７
名
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
５
５
８
万
円
を
減
額
す
る

修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
件
は
「
人
権
擁
護
委
員
法
」

第
６
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き

委
嘱
さ
れ
る
、
本
市
の
人
権
擁
護

委
員
と
し
て
「
上
原
秀
俊
」
氏
を

候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
た
め
、

同
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、 

議

会
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。

　

本
案
は
市
営
住
宅
の
入
居
に
際

し
必
須
要
件
と
し
て
い
た
連
帯
保

証
人
に
つ
い
て
、
連
帯
保
証
人
の

確
保
が
困
難
な
入
居
希
望
者
か
ら

の
申
込
み
に
対
応
す
る
な
ど
、
連

帯
保
証
人
に
関
す
る
規
定
等
の
改

正
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

本
決
算
の
概
要
は
、
歳
入
総
額

が
３
２
８
億
４
８
２
３
万
円
、
歳

出
総
額
が
３
１
９
億
２
８
６
５
万

円
で
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
９
億

１
９
５
８
万
円
で
す
。
繰
越
明
許

費
繰
越
額
は
１
億
１
３
７
９
万
円
、

実
質
収
支
額
は
８
億
５
７
９
万
円

で
、
実
質
収
支
額
の
う
ち
基
金
繰

入
額
は
４
億
５
０
０
０
万
円
で
す
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

第６回定例会は、９月７日から９月28日までの22日間の日程で開催されました。
同定例会には、市長から人権擁護委員候補者の推薦に関する諮問１件、令和３年度一般会計歳
入歳出決算などの認定８件、令和４年度一般会計補正予算（第４号）などの議案 16 件及び報告１
件の提出がありました。
また、議員提出議案として意見書等４件の提出がありました。
議案等の処理結果については、12ページに掲載してありますので、御参照ください。

いとまん市議会だより 令和４年12月５日 （２）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）に
対
す
る
修
正
案

令和４年第６回 （９月）定例会

糸
満
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

否決

令
和
３
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

歳入 歳出 差引額

一般会計 32,848,238 31,928,657 919,581

人材育成事業特別会計 31,419 17,440 13,979

国民健康保険事業特別会計 8,051,927 7,802,337 249,590

介護保険特別会計 4,927,711 4,826,199 101,511

糸満漁港ふれあい公園事業特別会計 32,468 28,498 3,969

土地区画整理事業特別会計 61,861 57,776 4,085

後期高齢者医療特別会計 444,441 444,048 392

農業集落排水事業特別会計 773,486 747,972 25,513

水道事業会計
収益的収支 1,623,907 1,425,741 198,165

資本的収支 369,071 415,028 △ 45,957

下水道事業会計
収益的収支 1,136,548 1,019,782 116,765

資本的収支 1,155,122 1,746,386 △ 591,263

※千円未満の端数は切り捨てしています。
※水道事業会計、下水道事業会計の収益的収支額は、税込みの金額となっています。
※水道事業の資本的収入額が資本的支出額に不足する額4,595万7,138円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額966万7,475円、減債積立金3,000万円、
　損益勘定留保資金 628 万 9,663 円で補填されています。　　　
※下水道事業の資本的収入額が資本的支出額に不足する額５億 9,126 万 3,939 円は、当年分消費税及び地方消費税資本的収支調整額 5,646 万 1,665 円及び損益勘定
　留保資金５億 3,480 万 2,274 円で補填されています。

　　　　　　　　　　　　　　令和３年度　会計別決算状況　　　　　　　　（単位：千円）



　

第
７
回
臨
時
会
は
、
11
月
２
日

に
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
令
和
４

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）１
件
の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
等
の
処
理
結
果
に
つ
い
て

は
、
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
の
で
、
御
参
照
く
だ
さ
い
。

　

本
案
は
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
４
７
５
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
１
９
億
３
４
５

９
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格　

　

高
騰
緊
急
支
援
給
付
金
事
業　
　
　
　
　

５
億
３
９
９
２
万
円

○
糸
満
市
子
育
て
世
帯
生
活
応
援

　

給
付
金
事
業 

第
２
回
（
新
型

　

コ
ロ
ナ
交
付
金
）７

７
３
９
万
円

○
い
と
ま
ん
事
業
者
支
援
給
付
金

　
　
　
　
　

１
億
２
５ 

０
０
万
円

○
学
校
給
食
運
営
支
援
事
業

　
　
　
　
　

１
６
２
７
万
円

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ いとまん市議会だより（３）  令和４年 12 月５日

令
和
４
年
第
７
回（
11
月
）

臨
時
会

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

一 般 質 問
　令和４年第６回定例会では、９月15日、16日、20日、21日の４日間にわたり、20　令和４年第６回定例会では、９月15日、16日、20日、21日の４日間にわたり、20
人の議員が一般質問を展開しております。質問については、1人1項目を要約して紹介し人の議員が一般質問を展開しております。質問については、1人1項目を要約して紹介し
ております。詳しい内容につきましては、市議会事務局や市立中央図書館に備えてありまております。詳しい内容につきましては、市議会事務局や市立中央図書館に備えてありま
す会議録を御覧ください。なお、会議録は市議会ホームページからも御覧頂けます。す会議録を御覧ください。なお、会議録は市議会ホームページからも御覧頂けます。

市政をた
だす

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

①
利
用
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
②
市
民
の
利
用
者
か
ら
要

望
は
上
が
っ
て
い
な
い
か
伺
う
。

市
民
健
康
部
長　
①
１
日
13
回
の

火
葬
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
現
在
６
日

程
度
の
予
約
待
ち
で
あ
る
。
今
年

度
の
４
月
か
ら
７
月
ま
で
の
南
部

広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
関
係
６

市
町
の
利
用
状
況
で
見
る
と
県
内

市
町
村
で
１
３
１
６
件
中
８
２
２

件
、
62.

46
％
の
利
用
と
な
っ
て

お
り
、
う
ち
糸
満
市
に
お
い
て
は

１
９
５
件
で
最
多
の
利
用
と
な
っ

て
い
る
。
②
精
神
的
に
も
経
済
的

に
も
負
担
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

金
城　
現
在
稼
働
し
て
い
る
火
葬

炉
は
幾
つ
あ
る
か
。

市
民
健
康
部
長　
６
基
で
あ
る
。

金
城　
稼
働
回
数
は
何
回
転
か
。

市
民
健
康
部
長　
１
基
１
日
約
２

回
転
と
な
っ
て
い
る
。

金
城　
稼
働
回
数
を
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

市
民
健
康
部
長　

可
能
で
あ
る

が
収
骨
時
間
が
後
ろ
に
ず
れ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。
ま
た
１
基
当
た

り
年
間
５
０
０
回
転
が
理
想
と

さ
れ
て
い
る
が
、
南
斎
場
は
年
間

６
０
０
回
転
し
て
お
り
こ
れ
以
上

増
や
す
と
耐
久
性
の
問
題
が
出
て

く
る
。

金
城　
利
用
者
が
今
後
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
中
で
炉
を
増
設

で
き
な
い
か
。

市
民
健
康
部
長　
物
理
的
に
増
設

は
あ
と
２
基
可
能
で
あ
る
。

金
城　
炉
の
増
設
等
、
利
便
性
向

上
に
今
後
ど
う
取
り
組
む
か
。

市
民
健
康
部
長　

稼
働
回
数
を

上
げ
ら
れ
る
方
策
を
南
斎
場
管
理

運
営
委
員
会
で
協
議
を
進
め
て
い

く
。

金
城　
利
用
者
が
困
っ
て
い
る
状

況
が
あ
る
の
で
早
急
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
。

南
斎
場
に
つ
い
て

南斎場

金城 一文 議員

意見書等　　第６回定例会では３件の意見書等を可決しました。

中華人民共和国による弾道ミサイ
ル発射に関する意見書及び抗議決
議

「駐留軍関係離職者等臨時
措置法」の有効期限延長
に関する意見書

児童福祉としての保育制度の拡充を
求める意見書

あて先：沖縄県知事（意見書）
中華人民共和国国家主席
（抗議決議）

あて先：厚生労働大臣、
　　　　防衛大臣

あて先：衆議院議長、参議院議長、内閣
総理大臣、総務大臣、厚生労働
大臣、少子化対策担当大臣
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小
中
学
校
普
通
教
室
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
児
の
受
入
れ
体
制
や

支
援
体
制
、
今
後
の
具
体
的
課
題

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長　
現
在
、
小
学
校
の
普
通

教
室
で
の
受
入
れ
体
制
は
整
っ
て

い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
施
設

の
改
修
の
ほ
か
看
護
師
や
介
護
福

祉
士
な
ど
の
人
材
の
確
保
、
教
職

員
が
医
療
的
ケ
ア
に
つ
い
て
学
ぶ

時
間
の
確
保
な
ど
医
療
的
ケ
ア
児

や
家
族
を
支
え
る
体
制
づ
く
り
が

今
後
の
課
題
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
受
入
れ
に
お
い
て
は
、
安
心

安
全
の
確
保
が
必
要
不
可
欠
な
た

め
教
育
、
医
療
、
保
健
及
び
福
祉

な
ど
の
関
係
部
局
と
連
携
し
、
取

組
を
進
め
て
い
き
た
い
。

浦
崎　
医
療
的
ケ
ア
児
の
問
題
は

待
っ
た
な
し
で
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ

ば
ど
ん
ど
ん
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
市
内
小
中
学
校
で

受
入
れ
体
制
を
整
備
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長　
受
入
れ
体
制
の
構
築
に

向
け
て
大
き
な
課
題
も
あ
る
が
、

必
要
と
す
る
児
童
が
お
り
、
保
護

者
の
願
い
も
大
き
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
対
処
す
る
準
備
も
や
っ
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
ほ
か
の

部
、
課
と
も
調
整
を
し
て
い
き
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

浦
崎　
国
連
か
ら
日
本
に
対
し
て

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
進
め
る

べ
き
と
勧
告
も
受
け
て
い
る
。
ニ

ー
ズ
が
あ
れ
ば
き
ち
ん
と
対
応
す

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

教
育
長
　
そ
う
い
う
子
が
い
た
ら

そ
の
必
要
な
医
療
的
ケ
ア
も
含
め

て
し
っ
か
り
話
を
聞
い
て
、
関
係

課
等
と
も
調
整
を
し
な
が
ら
や
っ

て
い
く
べ
き
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

に
つ
い
て

医療的ケア児の受入れ体制整備が求められる

机
・
椅
子
の
整
備
状
況
に
不
備

が
あ
る
と
の
相
談
が
あ
り
、
学
校

を
訪
問
し
確
認
し
た
と
こ
ろ
、机
・

椅
子
の
落
書
き
や
穴
空
き
、
表
面

の
板
の
剝
が
れ
等
、
早
急
に
整
備

が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
伺

う
。①
指
摘
さ
れ
た
小
学
校
の
机
・

椅
子
の
整
備
状
況
。
②
市
内
の
小

中
学
校
の
整
備
状
況
。
③
今
後
の

対
応
策
を
伺
う
。

教
育
指
導
監　
①
現
在
学
校
か
ら

購
入
計
画
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
今
月
入
札
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
入
札
執
行
後
は
速

や
か
に
納
入
で
き
る
よ
う
手
続
を

行
っ
て
い
き
た
い
。
②
各
学
校
に

は
計
画
的
に
整
備
す
る
よ
う
依
頼

し
て
い
る
。
今
年
度
は
既
決
予
算

の
範
囲
内
で
教
材
備
品
と
管
理
備

品
の
割
合
を
調
整
で
き
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
各
学
校
と
も
前
年
度

よ
り
は
多
く
購
入
す
る
計
画
が
提

出
さ
れ
て
い
る
。
③
補
充
す
べ
き

教
育
備
品
整
備
に
つ
い
て

浦崎 暁 議員

大城 むつみ 議員

沖
縄
県
の
経
済
効
果
に
つ
い
て

伺
う
。

経
済
部
長　
毎
年
プ
ロ
野
球
春
季

キ
ャ
ン
プ
の
経
済
効
果
に
関
す
る

調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
県
内

シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
と
43
億

４
７
０
０
万
円
で
発
表
さ
れ
て
い
る
。

山
内　
産
業
別
経
済
効
果
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

経
済
部
長　
宿
泊
業
が
８
億
８
１

０
０
万
円
と
最
も
大
き
く
、
次
い

で
飲
食
サ
ー
ビ
ス
が
５
億
３
９
０

０
万
円
、
建
設
業
が
３
億
８
３
０

０
万
円
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

山
内　
経
済
効
果
が
沖
縄
県
内
で

43
億
を
超
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
糸
満
市
に
置
き
換
え
る
と

ど
の
程
度
と
予
測
さ
れ
る
か
。

経
済
部
長　
シ
ン
ク
タ
ン
ク
の
調

査
で
は
県
全
体
の
経
済
効
果
を

産
業
ご
と
に
糸
満
市
の
自
給
率

で
案
分
し
て
算
出
し
た
概
算
値
で

は
１
億
３
６
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

山
内　

宿
泊
業
が
最
大
と
の
試

算
だ
が
、
２
０
２
２
年
の
千
葉
ロ

ッ
テ
の
春
季
２
次
キ
ャ
ン
プ
時
の

選
手
の
宿
泊
地
は
那
覇
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
糸
満
市
内
の
ホ
テ
ル

へ
誘
致
す
る
こ
と
が
大
切
に
な
る
。

市
内
宿
泊
に
よ
り
マ
ス
コ
ミ
や
フ

ァ
ン
の
地
域
内
人
流
拡
大
に
も
つ

な
が
り
経
済
波
及
が
も
た
ら
さ
れ

る
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
市
長
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
が
必

要
と
な
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
球
団
に
は
糸
満
市
の
事
業

所
を
活
用
す
る
よ
う
お
願
い
を
し

て
い
る
の
で
そ
の
よ
う
な
方
向
に

向
か
う
と
思
っ
て
い
る
。

山
内　
千
葉
ロ
ッ
テ
の
市
内
宿
泊

確
保
へ
の
対
応
を
引
き
続
き
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

２
０
２
２
年
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン

プ
受
入
れ
に
つ
い
て

プロ野球キャンプ受入れで市内への経済波及を

山内 竜二 議員



屋
内
運
動
場
を
整
備
し
た
際
に

は
、
ど
の
よ
う
な
市
民
利
用
を
想

定
し
て
い
る
か
伺
う
。

建
設
部
長　
基
本
計
画
に
お
い
て

野
球
、
フ
ッ
ト
サ
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
、
保
育
園
の
運
動
会
等
の
利

用
を
想
定
し
て
い
る
。
野
球
に
限

ら
ず
市
民
が
利
用
し
や
す
い
屋
内

運
動
場
と
な
る
よ
う
な
計
画
に
な

っ
て
い
る
。

哲
郎　
整
備
す
る
上
で
は
市
民
利

用
を
考
え
て
建
設
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
私
は
昔
、
名
桜
大
学

に
通
っ
て
い
て
、
宇
茂
佐
に
住
ん

で
い
た
。
宇
茂
佐
に
は
屋
内
運
動

場
が
あ
り
、
そ
こ
で
地
域
の
人
た

ち
か
ら
運
動
会
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
大
い
に

楽
し
ん
だ
。
ま
た
暑
い
日
差
し
も

な
く
、
涼
し
く
快
適
に
で
き
、
地

域
の
方
々
も
大
変
喜
ん
で
い
た
。

そ
こ
で
、
設
計
に
お
い
て
市
民
利

用
の
た
め
に
具
体
的
に
ど
の
よ
う

に
考
慮
し
て
い
る
か
。

建
設
部
長　
現
在
行
っ
て
い
る
実

施
設
計
に
て
市
民
利
用
を
考
慮
し

て
運
動
会
等
を
見
学
し
や
す
い
よ

う
に
壁
面
に
ベ
ン
チ
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
フ
ッ
ト
サ
ル
や
そ
の

他
競
技
団
体
及
び
保
育
園
等
各
種

学
校
行
事
に
お
い
て
も
活
用
す
る

可
能
性
を
考
慮
し
て
イ
ベ
ン
ト
用

の
備
品
等
が
多
く
収
納
で
き
る
よ

う
倉
庫
面
積
を
基
本
計
画
よ
り
も

大
き
く
す
る
な
ど
、
市
民
利
用
に

配
慮
し
た
設
計
を
行
っ
て
い
る
。

哲
郎　
市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た

屋
内
運
動
場
が
早
期
に
建
設
で
き

る
よ
う
市
長
の
意
気
込
み
を
伺
う
。

市
長　
早
期
実
現
に
向
け
て
国
に

も
要
請
も
行
っ
て
い
き
た
い
。

市
内
保
育
園
等
で
月
に
一
度
行

わ
れ
る
お
弁
当
の
日
を
統
一
し
、

同
じ
日
に
実
施
で
き
な
い
か
伺

う
。

こ
ど
も
未
来
部
長　
月
に
一
度
の

お
弁
当
の
日
に
つ
い
て
は
、
各
園

と
も
に
行
事
な
ど
に
合
わ
せ
て
設

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
す
ぐ
に
同

じ
日
で
の
設
定
は
難
し
い
と
聞
い

て
い
る
。
し
か
し
兄
弟
で
別
々
な

園
に
通
園
し
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
提
案
の
と
お
り

各
保
育
施
設
と
協
議
を
行
い
、
ま

ず
は
連
携
園
か
ら
次
は
全
体
へ
な

ど
段
階
を
踏
ん
で
同
じ
日
に
設
定

で
き
る
よ
う
に
協
議
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
城　
答
弁
に
も
あ
っ
た
が
、
兄

弟
が
別
々
の
保
育
園
に
通
う
保
護

者
か
ら
の
要
望
で
あ
る
。
子
供
が

通
う
保
育
園
に
何
度
要
請
し
て

も
、
事
情
は
理
解
し
て
も
ら
え
る

が
市
内
全
園
を
ま
と
め
る
の
は
厳

し
い
と
の
返
事
が
い
つ
も
返
っ
て

き
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。
ぜ
ひ
こ

こ
は
先
ほ
ど
答
弁
に
も
あ
っ
た

が
、市
が
法
人
園
長
会
に
提
案
し
、

ま
と
め
て
ほ
し
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

市民が利用しやすい屋内運動場を

いとまん市議会だより（５）令和４年 12 月５日

糸
満
市
ス
ポ
ー
ツ
観
光

交
流
拠
点
施
設（
屋
内
運

動
場
）整
備
に
つ
い
て

総務委員会の学校視察の様子

福
祉
行
政
に
つ
い
て

市内保育園等でお弁当の日の統一を

机
・
椅
子
の
数
を
把
握
し
教
材
備

品
と
管
理
備
品
の
割
合
を
調
整
し

て
学
校
が
計
画
的
に
整
備
で
き
る

よ
う
予
算
を
調
整
し
て
い
き
た
い
。

大
城　
６
月
定
例
会
で
質
問
し
た

が
、
実
際
小
学
校
へ
確
認
し
た
ら

ま
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
教

育
委
員
会
の
ほ
う
で
予
算
を
つ
け

も
う
す
ぐ
で
き
る
と
話
を
頂
い
た

の
で
確
認
の
た
め
に
今
回
も
質
問

し
た
。
先
日
総
務
委
員
会
で
市
内

小
中
学
校
の
視
察
を
行
っ
た
が
少

な
か
ら
ず
取
替
え
の
必
要
な
備
品

も
あ
っ
た
。
定
期
的
に
教
育
委
員

会
で
確
認
、
も
し
く
は
学
校
か
ら

提
案
が
あ
っ
た
ら
即
時
に
整
備
し

て
ほ
し
い
。
子
供
た
ち
は
集
中
力

も
欠
け
て
し
ま
う
の
で
、
ぜ
ひ
ち

ゃ
ん
と
し
た
机
・
椅
子
で
勉
強
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

玉城 哲郎 議員

金城 敏 議員



５
歳
か
ら
11
歳
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
努
力
義
務
規
定
と
な

る
予
定
だ
が
、そ
の
意
義
を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長　
厚
生
労
働
省
に

お
い
て
接
種
開
始
当
初
は
小
児
に

お
け
る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
状

況
や
同
株
に
対
す
る
予
防
効
果
に

関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
ず
し
も

十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
努
力

義
務
規
定
の
適
用
を
見
送
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
研
究
に

よ
り
発
症
予
防
効
果
や
入
院
予
防

効
果
が
確
認
さ
れ
る
と
と
も
に
、

海
外
の
大
規
模
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に

よ
る
解
析
や
日
本
国
内
に
お
け

る
副
反
応
疑
い
報
告
の
状
況
か
ら

も
、
接
種
体
制
に
影
響
を
与
え
る

ほ
ど
安
全
性
に
関
す
る
重
大
な
懸

念
が
な
い
と
判
断
し
、
努
力
義
務

規
定
を
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

賀
数　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
変
異

を
続
け
る
。
後
手
後
手
で
ワ
ク
チ

ン
開
発
が
進
む
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

運
送
会
社
、
運
送
関
係
者
か
ら

道
路
管
理
の
苦
情
が
多
数
あ
る
。

国
道
３
３
１
号
旧
南
部
病
院
沿
い

か
ら
ひ
め
ゆ
り
の
塔
ま
で
の
区
間

及
び
県
道
２
５
０
号
線
国
吉
地
域

か
ら
東
へ
仲
座
交
差
点
ま
で
の
区

間
の
街
路
樹
剪
定
に
つ
い
て
、
現

在
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

建
設
部
長　
国
道
３
３
１
号
及
び

県
道
２
５
０
号
線
の
街
路
樹
剪
定

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
現
場
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
旧
南
部
病
院
前

か
ら
南
波
平
ま
で
の
区
間
に
お
い

て
車
両
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
そ
の
後
、
南
部
国

道
事
務
所
へ
連
絡
し
た
と
こ
ろ
９

月
20
日
頃
に
剪
定
を
予
定
し
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
県

道
２
５
０
号
線
国
吉
か
ら
八
重
瀬

町
仲
座
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て

は
、
沖
縄
県
南
部
土
木
事
務
所
へ

連
絡
し
後
日
進
捗
状
況
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
業
者
へ
依
頼
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
県
道
の
剪
定
箇
所

が
多
く
順
次
対
応
し
て
い
き
た
い

と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

長
嶺　
国
道
沿
い
に
は
大
型
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
、
観
光
施
設
が
あ

り
、
近
く
に
は
鉱
山
採
掘
現
場
も

あ
る
。
観
光
客
の
レ
ン
タ
カ
ー
、

大
型
観
光
バ
ス
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

の
交
通
量
が
多
い
場
所
な
の
で
、

早
め
に
対
処
を
お
願
い
し
た
い
。

乗
用
車
で
の
往
来
に
は
何
ら
支
障

は
な
い
と
思
う
が
、
や
は
り
大
型

車
の
擦
れ
違
い
の
場
合
に
よ
っ
て

は
、
ミ
ラ
ー
と
か
そ
う
い
う
と
こ

ろ
が
接
触
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
国

道
３
３
１
号
や
県
道
２
５
０
号
線

は
本
当
に
大
型
車
の
通
行
量
が
多

い
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

基
本
構
想
と
基
本
計
画
を
伺
う
。

企
画
部
長　
令
和
３
年
度
当
初
予

算
に
お
い
て
新
た
な
土
地
利
用
に

関
す
る
基
本
計
画
の
策
定
等
に
係

る
予
算
を
計
上
し
た
が
、
沖
縄
県

か
ら
南
部
病
院
敷
地
内
の
建
物
の

譲
渡
承
認
を
得
る
た
め
に
は
、
地

域
の
整
備
の
方
向
性
や
全
体
像
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
を
示
す
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想

の
素
案
と
な
る
土
地
利
用
可
能
性

調
査
を
作
成
し
た
。
な
お
基
本
構

想
及
び
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
土

地
開
発
公
社
の
自
主
事
業
と
し
て

決
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年

度
中
の
策
定
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

新
垣　
南
部
病
院
跡
地
の
排
水
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
う
。

企
画
部
長　
現
況
の
排
水
を
活
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
真
栄

里
物
流
団
地
の
整
備
に
よ
り
、
周

辺
地
域
の
排
水
が
地
区
の
北
側
に

誘
導
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
用

地
の
排
水
は
既
設
排
水
を
活
用
し

て
も
十
分
に
機
能
す
る
も
の
と
想

定
し
て
い
る
。
な
お
今
年
度
公
社

に
お
い
て
糸
満
市
土
地
利
用
（
真

栄
里
地
区
）
の
基
本
設
計
の
変
更

に
お
い
て
、
排
水
計
画
の
見
直
し

を
含
め
た
設
計
業
務
を
進
め
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。

新
垣　

今
の
排
水
計
画
は
北
名
城

方
面
に
向
い
て
い
る
と
思
う
。
こ

の
ま
ま
だ
と
ま
た
冠
水
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
国
道
を
造
る
際
に
名

城
区
民
か
ら
反
対
運
動
が
起
き
て

国
は
海
ま
で
の
排
水
を
造
っ
た
。

今
の
計
画
だ
と
必
ず
名
城
地
域
の

北
名
城
に
向
け
た
道
路
が
冠
水
す

る
と
思
う
。
冠
水
を
防
ぐ
た
め
の

計
画
を
進
め
て
ほ
し
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

国道331号旧南部病院付近

旧南部病院

いとまん市議会だより 令和４年12月５日 （６）

道
路
行
政
に
つ
い
て

南
部
病
院
跡
地
購
入
に

つ
い
て

長嶺 安浩 議員

賀数 郁美 議員

新垣 勇太 議員



Ｂ
Ａ
１
対
応
株
ワ
ク
チ
ン
の
治
験

は
行
わ
れ
て
い
る
か
。

市
民
健
康
部
長　

９
月
12
日
現

在
、
厚
生
労
働
省
か
ら
の
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
の
治
験
に

関
す
る
情
報
や
通
知
等
は
な
い
。

賀
数　
私
の
調
べ
で
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
は
、
世
界
で

も
日
本
が
初
め
て
接
種
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。
そ
う
い
う
ワ
ク
チ

ン
を
糸
満
市
、
そ
し
て
日
本
で
接

種
す
る
こ
と
が
、
本
当
に
い
い
こ

と
な
の
か
。
し
っ
か
り
議
論
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

全
国
で
も
５
歳
か
ら
11
歳
に
接
種

券
を
送
付
し
な
い
と
取
決
め
し
た

自
治
体
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
議
論

し
て
子
供
た
ち
の
接
種
券
を
送
ら

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

新
聞
で
火
葬
場
の
順
番
待
ち
１

週
間
と
あ
っ
た
原
因
は
何
か
伺
う
。

市
民
健
康
部
長　
令
和
４
年
４
月

か
ら
７
月
ま
で
と
令
和
３
年
４
月

か
ら
７
月
の
実
績
件
数
を
比
べ

る
と
令
和
４
年
度
が
１
３
１
６

件
、
令
和
３
年
度
が
１
２
５
３
件

で
63
件
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
死

亡
者
数
の
増
加
が
原
因
と
見
ら
れ

る
。
内
訳
で
南
部
広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合
関
係
６
市
町
が
令
和
４

年
度
８
２
２
件
、
令
和
３
年
度

は
７
３
４
件
で
88
件
の
増
、
そ

れ
以
外
の
市
町
村
が
令
和
４
年

度
４
９
４
件
、
令
和
３
年
度
は

５
１
９
件
と
な
っ
て
お
り
25
件
の

減
と
な
っ
て
い
る
。

前
田　
火
葬
場
で
あ
る
南
斎
場
の

待
ち
日
数
の
平
均
日
数
及
び
最
長

日
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

市
民
健
康
部
長　
平
均
６
日
程
度

で
最
長
10
日
待
ち
で
あ
る
。

前
田　
火
葬
が
１
日
延
び
る
こ
と

で
の
遺
体
の
安
置
料
金
は
幾
ら

か
。
ま
た
そ
の
こ
と
に
よ
り
ど
の

よ
う
な
負
担
が
考
え
ら
れ
る
か
。

市
民
健
康
部
長　
事
業
所
で
異
な

る
が
、
１
日
約
２
万
円
か
ら
３
万

円
の
費
用
負
担
が
あ
り
、
日
を
追

う
ご
と
に
経
済
的
負
担
と
精
神
的

負
担
が
か
か
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
田　
恩
納
村
は
空
い
て
い
る
と

き
だ
け
域
外
を
受
け
入
れ
て
お

り
、地
元
最
優
先
と
な
っ
て
い
る
。

先
ほ
ど
安
置
料
金
が
１
日
２
万
円

か
ら
３
万
円
か
か
か
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
が
、
こ
の
安
置
料
金
だ

け
で
も
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い

る
。
市
民
の
税
金
で
こ
ん
な
立
派

な
斎
場
が
で
き
た
の
で
、
市
民
の

負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
市
と
し
て

関
連
団
体
と
も
協
議
し
て
大
至
急

手
を
打
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

①
道
幅
が
狭
く
、
の
り
面
が
崩

れ
て
大
変
危
険
だ
が
市
は
把
握
し

て
い
る
か
。
②
整
備
す
る
べ
き
だ

と
思
う
が
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長　
①
現
状
に
つ
い
て
、当
該

道
路
は
県
道
54
号
線
か
ら
上
与
座

集
落
を
通
っ
て
、市
道
与
座
大
里

線
に
至
る
全
長
８
４
３
メ
ー
ト
ル

の
市
道
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
県
道

側
か
ら
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
の
区

間
に
お
い
て
、
の
り
面
や
路
肩
の

崩
落
、
そ
れ
に
伴
う
舗
装
の
亀
裂

等
を
確
認
し
て
い
る
。
②
他
路
線

の
進
捗
状
況
及
び
計
画
さ
れ
て
い

る
新
規
路
線
と
の
整
合
を
図
る
必

要
が
あ
る
た
め
、当
面
は
の
り
面

の
保
護
や
舗
装
面
の
補
修
等
で
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
城　
市
道
与
座
前
原
線
に
つ
い

て
危
険
性
を
確
認
し
、改
修
工
事

の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
の
か
。

建
設
部
長　
現
在
、管
理
費
の
精

査
を
行
っ
て
、可
能
な
限
り
対
応

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金
城　

こ
の
道
路
は
幅
員
が
狭

く
、両
側
が
決
壊
し
て
い
る
た
め

車
の
擦
れ
違
い
時
に
は
危
険
が
増

す
。
そ
の
た
め
、早
め
の
の
り
面

保
護
を
含
め
た
検
討
、対
策
を
し

て
も
ら
い
た
い
が
、
い
つ
頃
か
ら

で
き
る
の
か
。

建
設
部
長　
御
指
摘
の
と
お
り
擦

れ
違
い
時
に
は
危
険
を
伴
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、管
理
費
の
精
査

を
行
っ
て
、可
能
な
限
り
対
応
し

て
い
く
方
向
で
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

金
城　
事
故
が
起
き
る
前
に
早
め

の
対
応
を
お
願
い
す
る
。
ま
た
、

こ
の
道
路
は
集
落
側
も
車
の
擦
れ

違
い
も
危
な
い
し
歩
道
も
な
い
の

で
、歩
道
設
置
も
含
め
て
事
業
化

を
早
め
に
お
願
い
す
る
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

市
道
与
座
前
原
線
に
つ

い
て

火葬待ちによる市民負担の軽減を

いとまん市議会だより（７）令和４年 12 月５日

人
口
動
態
調
査
に
つ
い
て 前田 潤 議員

金城 敦 議員

厚生労働省が発行し
ているチラシ

市道与座前原線の早期改修を



下
地
幹
郎
氏
の
①
沖
縄
県
に
お

け
る
功
績
。
②
糸
満
市
発
展
に
尽

力
し
た
事
業
を
伺
う
。

市
長　
①
②
平
成
24
年
10
月
か
ら

12
月
ま
で
郵
政
民
営
化
担
当
・
防

災
担
当
大
臣
と
し
て
郵
政
事
業
や

防
災
事
業
に
関
し
て
尽
力
さ
れ
た

も
の
と
認
識
し
て
い
る
が
、
個
人

に
関
す
る
こ
と
な
の
で
答
弁
は
差

し
控
え
た
い
と
思
う
。

金
城　
豊
崎
の
道
の
駅
が
先
に
で

き
た
。
そ
の
後
、
糸
満
市
に
で
き

た
。
そ
の
間
隔
は
10
キ
ロ
以
上
離

れ
て
い
な
い
と
で
き
な
か
っ
た

が
、こ
れ
に
関
し
て
ど
う
思
う
か
。

経
済
部
長　
通
告
外
な
の
で
答
弁

を
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

金
城　
道
の
駅
い
と
ま
ん
の
日
本

一
の
売
上
げ
実
現
を
、
農
家
の
皆

様
の
収
入
の
増
加
と
と
も
に
、
野

菜
生
産
高
沖
縄
一
の
糸
満
の
実

現
、
西
崎
に
大
型
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
の
誘
致
で
滞
在
型
観
光
実
現
、

ホ
テ
ル
に
は
糸
満
市
民
が
雇
用
さ

れ
雇
用
効
果
、
税
収
増
、
相
乗
効

果
も
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
の
リ
ゾ

ー
ト
観
光
活
性
化
の
先
駆
け
で
あ

る
。
雨
天
練
習
場
の
建
設
費
に
つ

い
て
は
、
そ
の
当
時
10
億
円
余
り

が
防
衛
省
か
ら
糸
満
市
に
入
っ
た

が
、
議
会
で
否
決
さ
れ
た
。
糸
満

市
の
経
済
活
性
化
に
与
え
た
影

響
、
予
算
の
獲
得
を
つ
く
っ
た
下

地
幹
郎
前
衆
議
院
議
員
に
対
し

て
、
い
ろ
ん
な
形
で
汗
を
流
し
た

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

①
目
的
と
土
地
利
用
計
画
に

つ
い
て
。
②
旧
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
北

側
の
決
壊
護
岸
も
含
ま
れ
る
か
伺

う
。

市
長　
①
新
卸
売
市
場
の
開
設
に

よ
り
、
糸
満
漁
港
北
地
区
港
内
で

の
水
産
庁
の
漁
業
取
締
船
の
新
た

な
停
泊
の
た
め
の
整
備
や
、
航
路

し
ゅ
ん
せ
つ
工
事
で
発
生
す
る
土

砂
を
受
け
入
れ
、
埋
め
立
て
る
目

的
と
な
る
。
ま
た
、
埋
立
地
の
利

用
計
画
に
つ
い
て
は
市
内
部
や
関

係
機
関
の
意
見
を
考
慮
し
、
土
地

利
用
計
画
案
を
作
成
し
て
い
る
。

昨
年
度
作
成
し
た
土
地
利
用
計
画

案
で
は
埋
立
面
積
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
水
産
関
連
施
設
や
漁
業
関
係

者
、
周
辺
住
民
等
が
利
用
で
き
る

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど
の

土
地
利
用
を
検
討
し
て
い
る
。

経
済
部
長　
②
市
と
し
て
は
北
側

の
決
壊
護
岸
を
含
む
埋
立
整
備
を

水
産
庁
に
対
し
て
要
望
し
て
い

る
。
現
在
は
水
産
庁
に
お
い
て
埋

令
和
３
年
10
月
31
日
投
開
票

の
衆
議
院
選
挙
に
つ
い
て
、
①
糸

満
市
の
選
挙
区
で
は
ど
の
候
補
者

を
応
援
し
た
の
か
。
②
市
長
と
し

て
の
政
治
ス
タ
ン
ス
は
ど
う
な
の

か
伺
う
。
令
和
４
年
９
月
11
日
投

開
票
の
沖
縄
県
知
事
選
挙
に
つ
い

て
、
③
ど
の
候
補
者
を
応
援
し
た

の
か
。
④
糸
満
市
の
支
部
長
を
引

き
受
け
た
理
由
。
⑤
市
民
党
と
い

う
認
識
は
ど
う
な
の
か
伺
う
。

市
長
　
①
ど
の
候
補
者
も
応
援
し

て
い
な
い
。
②
市
民
党
と
い
う
立

場
で
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

③
佐
喜
眞
淳
候
補
者
を
応
援
し
て

い
る
。
④
現
在
、コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

暮
ら
し
と
経
済
が
停
滞
し
て
い
る

喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
経
済
の
回

復
を
取
り
戻
さ
な
い
と
い
け
な
い

状
況
で
国
か
ら
多
く
の
予
算
が
減

額
さ
れ
る
中
、
市
民
の
生
活
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
イ
ン
フ
ラ

整
備
は
不
可
欠
で
あ
り
、
予
算
の

増
額
を
公
約
に
掲
げ
る
佐
喜
眞
淳

候
補
者
を
応
援
す
る
こ
と
で
、
糸

満
市
民
の
利
益
に
結
び
つ
く
と
判

断
し
支
部
長
を
引
き
受
け
た
。
⑤

市
民
目
線
を
大
切
に
し
、
変
わ
る

こ
と
な
く
市
民
党
と
い
う
立
場
で

市
政
運
営
を
取
り
組
ん
で
い
る
。

徳
元　
来
月
の
豊
見
城
市
長
選
挙

は
ど
の
候
補
者
を
応
援
す
る
の
か
。

市
長　
豊
見
城
市
民
の
皆
様
が
選

挙
す
る
わ
け
な
の
で
、
冷
静
に
見

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

徳
元　
市
民
党
と
い
う
の
は
聞
こ

え
は
い
い
が
、
ど
っ
ち
に
立
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
市
民
党

と
は
ど
う
い
う
立
ち
位
置
か
。

市
長　
市
民
目
線
で
動
い
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
、
市
民
党
と
い
う

立
場
を
ず
っ
と
貫
い
て
い
る
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

市
長
の
政
治
ス
タ
ン
ス

に
つ
い
て

糸
満
漁
港
の
埋
立
て

に
つ
い
て

衆議院議員選挙
の投票所

いとまん市議会だより 令和４年12月５日 （８）

沖
縄
県
知
事
選
挙
に

つ
い
て

徳元 敏之 議員

金城 悟 議員

西平 賀雄 議員

道の駅いとまん



立
箇
所
の
各
種
調
査
を
実
施
し
て

お
り
、
市
が
要
望
し
た
埋
立
範
囲

で
計
画
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

西
平　
護
岸
が
決
壊
し
て
い
る
部

分
は
約
60
年
以
上
前
に
埋
立
て
さ

れ
た
地
域
に
あ
る
護
岸
で
あ
る
。

私
は
２
年
前
か
ら
国
土
強
靭
化
対

策
事
業
で
整
備
は
で
き
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
要
請
し
て
き
た
が
、

今
回
水
産
庁
の
予
算
で
整
備
で
き

る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
担
当
部

局
の
努
力
に
対
し
て
評
価
し
た
い

と
思
う
。
水
産
関
連
施
設
と
は
ど

う
い
っ
た
も
の
か
。
ハ
ー
レ
ー
舟

の
保
管
庫
も
含
ま
れ
る
の
か
。

経
済
部
長　
ハ
ー
レ
ー
舟
の
展
示

施
設
、
サ
バ
ニ
、
漁
具
の
保
管
施

設
、
あ
と
陸
上
で
の
養
殖
等
と
な

っ
て
い
る
。

就
学
援
助
制
度
、
新
入
学
用
品

費
の
援
助
単
価
引
上
げ
に
つ
い
て
、

次
年
度
に
向
け
た
検
討
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

教
育
長　

新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
は
令
和
３
年
度
に
見
直
し
を

し
て
い
る
。
県
内
11
市
近
隣
他
市

町
と
比
較
し
た
場
合
、
低
額
に
な

っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

次
年
度
の
拡
充
に
つ
い
て
は
財
政

状
況
等
も
勘
案
し
な
が
ら
関
係
部

局
と
調
整
を
図
り
た
い
。

幸
盛　

本
市
の
新
入
学
用
品
費
の

援
助
単
価
を
伺
う
。

教
育
長　

小
学
校
３
万
円
、
中
学

校
３
万
５
０
０
０
円
と
な
る
。

幸
盛　

他
市
並
み
、
小
学
校
４
万

６
０
０
円
、
中
学
校
４
万
７
４
０

０
円
に
引
き
上
げ
る
場
合
、
単
価

引
上
げ
に
か
か
る
予
算
額
を
伺
う
。

教
育
長　

概
算
に
つ
い
て
は
４
０

０
万
円
と
な
る
。

幸
盛　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
等
、
戦
後
最
大
の
経
済
危
機

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
市

民
が
物
価
高
騰
に
直
面
し
、
懸
命

に
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
そ
ん

な
市
民
に
寄
り
添
い
、
支
え
、
力

に
な
る
の
が
こ
こ
に
い
る
私
た
ち

の
務
め
で
あ
る
と
思
う
。
今
こ
の

時
だ
か
ら
こ
そ
、
他
市
並
み
の
援

助
単
価
に
引
き
上
げ
る
べ
き
だ
と

考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　

国
の
交
付
金
を
使
い
地
域

経
済
ま
た
暮
ら
し
給
付
金
等
を
使

い
な
が
ら
市
民
を
支
援
し
て
い
る
。

議
員
提
案
に
つ
い
て
も
財
政
状
況

等
バ
ラ
ン
ス
を
見
な
が
ら
、
調
整

し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

幸
盛　

新
入
学
に
向
け
て
本
当
に

大
変
な
状
況
に
あ
る
と
思
う
。
し

っ
か
り
手
当
て
で
き
る
よ
う
検
討

を
お
願
い
す
る
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

決壊が見られる旧ボウリング場北側護岸

教
育
行
政
に
つ
い
て

本市が発行している
就学援助制度を周
知するチラシ

いとまん市議会だより（９） 令和４年 12 月５日

①
ど
う
い
う
も
の
か
。
②
本
市

で
の
取
組
は
あ
る
か
。
③
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
も
検
討
す
る
べ
き

だ
と
思
う
が
意
見
を
伺
う
。

市
民
健
康
部
長　
①
リ
サ
イ
ク
ル

や
リ
ユ
ー
ス
と
は
違
い
廃
棄
さ
れ

る
も
の
を
再
構
築
し
新
た
な
価
値

を
つ
け
る
こ
と
で
再
利
用
を
促
進

す
る
も
の
で
あ
る
。
古
着
か
ら
バ
ッ

グ
や
小
物
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
②
取
組
は
行
っ

て
い
な
い
。
③
17
の
国
際
目
標
の

中
の
12
、
持
続
可
能
な
消
費
と
生

産
に
該
当
す
る
と
認
識
し
て
い
る

の
で
本
市
に
お
い
て
も
具
体
的
な

活
用
方
法
な
ど
調
査
し
て
い
く
。

伊
敷　
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
と
は
、

廃
棄
物
に
デ
ザ
イ
ン
や
ア
イ
デ
ア

な
ど
付
加
価
値
を
持
た
せ
、
別
の

新
し
い
商
品
に
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

し
て
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
る
こ
と
で
、

素
材
を
そ
の
ま
ま
生
か
す
手
法
で

あ
る
。
消
防
で
使
え
な
く
な
っ
た

防
火
服
は
ど
う
し
て
い
る
か
。

消
防
長　
古
い
防
火
服
に
つ
い
て

は
、
破
損
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

は
処
分
し
て
い
る
。
状
態
の
い
い
も

の
は
非
常
時
の
予
備
と
し
て
保
管

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伊
敷　
名
古
屋
市
で
は
キ
ャ
ン
プ

用
品
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
好
評
を

得
て
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
岐
阜

市
で
は
社
会
福
祉
法
人
に
こ
れ
を

寄
付
し
、
エ
コ
バ
ッ
グ
な
ど
を
作
る

素
材
と
し
て
活
用
を
始
め
て
、
障

が
い
者
の
自
立
に
向
け
た
後
押
し

に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
廃

棄
物
を
削
減
す
る
だ
け
で
な
く
、

収
入
ア
ッ
プ
も
同
時
に
行
っ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

市
民
健
康
部
長　
関
連
部
署
と
調

整
し
つ
つ
、
具
体
的
な
活
用
方
法

な
ど
を
調
査
研
究
し
た
い
と
思
う
。

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て

アップサイクルで廃棄物削減、収入アップを

伊敷 郁子 議員

金城 幸盛 議員



情
報
イ
ン
フ
ラ
を
整
え
て
い
く

た
め
に
市
の
ア
カ
ウ
ン
ト
の
フ
ォ

ロ
ワ
ー
数
を
増
や
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
現
在
の
進
捗

状
況
を
伺
う
。

市
長　

糸
満
市
が
管
理
し
て
る
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
者
数
に
つ
い
て

は
９
月
20
日
現
在
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
が

３
６
０
６
名
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

が
５
８
７
８
名
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
が
２
４
５
１
名
と
な
っ
て
い
る
。

平
田　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
や
っ

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ツ
イ
ッ

タ
ー
は
や
っ
て
い
な
い
。
御
当
地

キ
ャ
ラ
と
し
て
市
の
発
信
を
し
て

い
る
自
治
体
が
結
構
あ
り
、
チ
ー

バ
く
ん
、
千
葉
県
の
ご
当
地
キ
ャ

ラ
だ
が
こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
発

信
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
と
ち
ゃ

ん
の
出
番
か
な
と
思
っ
て
い
る
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
で
は
市
の
情
報
も
そ

う
だ
が
飲
食
店
の
紹
介
も
で
き

る
。
事
業
、
飲
食
店
、
観
光
業
な

ど
紹
介
し
て
く
れ
る
、
広
告
し
て

く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
糸
満
市
も

そ
う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

い
と
ち
ゃ
ん
と
し
て
ツ
イ
ッ
タ
ー

を
開
設
し
情
報
を
発
信
し
て
い
く

こ
と
を
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

経
済
部
長　
い
と
ち
ゃ
ん
の
役
割
、

目
的
を
見
極
め
て
商
工
会
も
含
め

て
ツ
イ
ッ
タ
ー
開
設
が
で
き
る
か

調
査
し
た
い
。

平
田　

で
き
れ
ば
明
日
に
で
も
ス

タ
ー
ト
し
て
ほ
し
い
。
情
報
発
信

と
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
形
が
あ
っ

て
い
い
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
し
っ
か
り
情
報
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
求
め
て
い
き
た
い
。

高
嶺
小
中
一
貫
校
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

教
育
長　

令
和
６
年
４
月
開
校
に

向
け
、
本
年
５
月
26
日
入
札
執
行

予
定
だ
っ
た
が
７
Ｊ
Ｖ
中
６
Ｊ
Ｖ

の
辞
退
届
の
提
出
が
あ
り
入
札
不

調
と
な
っ
た
。
２
回
目
の
入
札
は

工
事
範
囲
を
減
ら
し
、
設
計
の
見

直
し
を
行
い
７
月
13
日
入
札
執
行

予
定
だ
っ
た
が
９
Ｊ
Ｖ
中
８
Ｊ
Ｖ

辞
退
届
の
提
出
が
あ
り
入
札
不
調

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
現
在
、

事
業
計
画
の
見
直
し
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
な
お
小
中
一
貫
校
の
開

校
は
令
和
10
年
度
の
予
定
と
な
る
。

大
田　

開
校
が
４
年
も
遅
れ
る
、

大
変
な
問
題
だ
。
新
聞
に
も
あ
っ

た
無
駄
に
な
っ
た
金
額
は
幾
ら
か
。

教
育
部
長　

全
て
が
無
駄
だ
と
は

認
識
し
て
い
な
い
が
基
本
設
計
、

実
施
設
計
、
測
量
費
も
含
め
て

１
億
３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

大
田　

入
札
不
調
の
原
因
は
入
札

①
三
和
中
学
校
の
運
動
場
の

土
砂
流
出
に
つ
い
て
。
②
真
壁
小

学
校
の
運
動
場
の
校
舎
側
か
ら
旧

幼
稚
園
側
の
傾
斜
が
40
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
あ
り
、
年
々
傾
き
が

ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い

て
。
③
喜
屋
武
小
学
校
の
旧
幼
稚

園
の
雑
草
刈
り
と
運
動
場
の
整
備

に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
部
長　

①
議
員
よ
り
報
告
を

受
け
、
市
職
員
及
び
学
校
教
員
立

会
い
の
上
、
状
況
確
認
を
実
施
し

て
い
る
。
２
か
所
に
２
か
ら
３
セ

ン
チ
程
度
雨
水
流
水
路
と
な
っ
て

い
る
、
わ
だ
ち
箇
所
の
確
認
が
で

き
た
。
大
雨
時
に
度
々
土
砂
の
流

出
が
あ
る
状
況
も
確
認
し
て
お

り
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
整
地

用
の
土
の
確
保
も
踏
ま
え
学
校
側

と
維
持
管
理
の
調
整
を
実
施
し
て

い
く
。
②
当
該
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
隣

接
す
る
三
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
含
め
平
成
28
年
度
に
屋
外
環
境

整
備
を
し
て
い
る
。
整
備
設
計
計

画
の
と
お
り
完
了
し
て
い
る
。
御

指
摘
の
あ
る
年
々
傾
き
が
ひ
ど
く

な
っ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
は
確

認
で
き
て
い
な
い
が
、
三
和
中
学

校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
同
様
に
対
応
し

て
い
き
た
い
。
③
旧
幼
稚
園
の
雑

草
刈
り
に
つ
い
て
は
小
中
学
校
の

学
校
管
理
者
に
よ
り
維
持
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
。
た
だ
し
危
険

を
及
ぼ
す
高
木
並
び
に
枯
れ
木
等

の
剪
定
等
は
教
育
委
員
会
に
て
対

応
し
て
い
る
。
運
動
場
の
整
備
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
凸
凹
を
確
認
し
た

の
で
、
学
校
側
の
学
習
状
況
及
び

ク
ラ
ブ
活
動
の
関
連
性
を
確
認

し
、
時
期
を
見
て
整
地
作
業
を
検

討
し
た
い
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

三
和
校
区
の
３
小
学

校
、
１
中
学
校
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て

教
育
環
境
に
つ
い
て

喜屋武小学校グラウンド

いとまん市議会だより 令和４年12月５日 （10）

市
の
情
報
発
信
に
つ
い
て 平田 健人 議員

大田 守 議員

山城 渉 議員

いとちゃんを活用し
ツイッターでの情報
発信を



糸
満
市
経
済
団
体
と
の
意
見
交

換
会
の
内
容
を
伺
う
。

経
済
部
長　

７
月
15
日
Ｊ
Ａ
お
き

な
わ
糸
満
支
店
と
原
料
価
格
や
原

油
価
格
の
高
騰
に
対
す
る
支
援
や

喜
屋
武
・
福
地
間
の
市
道
拡
張
な

ど
意
見
交
換
を
行
い
、
９
月
９
日

に
糸
満
漁
業
協
同
組
合
と
組
合
が

今
後
取
り
組
む
事
業
の
説
明
や
事

業
支
援
要
望
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
た
。

新
垣　

糸
満
漁
業
協
同
組
合
か
ら

は
ど
の
よ
う
な
要
望
が
あ
っ
た
か
。

経
済
部
長　

沖
縄
県
水
産
公
社
の

冷
凍
冷
蔵
施
設
の
修
繕
整
備
費
用

に
関
す
る
支
援
、
ト
ビ
イ
カ
と
ソ

デ
イ
カ
を
市
内
の
学
校
給
食
の
食

材
提
供
に
向
け
て
の
支
援
、
漁
協

組
合
新
事
務
所
建
設
費
に
対
す
る

助
成
、
小
型
漁
船
の
新
１
ワ
ッ
ト

無
線
機
導
入
に
対
す
る
助
成
、
水

産
庁
の
直
轄
事
業
に
伴
う
埋
立
箇

所
に
船
舶
が
係
留
で
き
る
よ
う
な

設
備
に
つ
い
て
の
要
望
が
あ
っ
た
。

新
垣　

５
点
の
要
望
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
、ど
う
回
答
し
た
か
。

経
済
部
長　

冷
凍
冷
蔵
施
設
修
繕

整
備
の
費
用
支
援
に
つ
い
て
は
市

の
財
政
状
況
を
鑑
み
検
討
し
、
学

校
給
食
へ
の
食
材
提
供
の
取
組
支

援
に
つ
い
て
は
事
業
実
現
性
や
補

助
メ
ニ
ュ
ー
を
確
認
し
前
向
き
に

検
討
し
た
い
。
新
事
務
所
の
建
設

費
助
成
に
つ
い
て
は
本
市
の
財
政

的
な
課
題
も
あ
り
慎
重
に
検
討

し
、
１
ワ
ッ
ト
無
線
機
の
購
入
費

用
助
成
に
つ
い
て
は
本
市
の
補
助

対
象
項
目
に
該
当
す
る
か
審
査
を

行
い
検
討
し
た
い
。
岸
壁
の
整
備

要
望
は
設
計
に
反
映
で
き
る
も
の

か
水
産
庁
と
調
整
し
た
い
と
回
答

し
た
。

新
垣　

糸
満
の
ウ
ミ
ン
チ
ュ
文
化

を
支
え
る
漁
協
組
合
を
支
え
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
。

業
者
の
見
積
り
の
誤
り
か
、
設
計

の
誤
り
か
、
検
査
の
ミ
ス
か
伺
う
。

教
育
部
長　
設
計
書
は
問
題
な
く
、

検
査
も
適
切
と
認
識
し
て
い
る
。

入
札
業
者
に
つ
い
て
は
業
者
の
内

部
事
情
の
た
め
把
握
し
て
い
な
い
。

大
田　

不
調
の
原
因
は
資
材
高
騰

と
し
て
い
る
が
豊
見
城
市
は
行
え

て
い
る
。
唐
突
に
仮
校
舎
の
建
設
、

運
動
場
の
整
備
も
出
て
き
た
。
計

画
性
が
な
い
と
言
わ
れ
て
も
し
よ

う
が
な
い
。
こ
の
結
果
に
至
っ
た

調
査
は
行
わ
な
い
か
。

教
育
長　
行
う
予
定
は
な
い
。

大
田　

１
億
３
０
０
０
万
円
、
市

民
が
額
に
汗
を
し
て
納
税
し
た
税

金
で
あ
る
。
無
駄
に
な
ら
な
け
れ

ば
別
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
使
え
た

か
も
し
れ
な
い
。
全
て
の
市
民
に

対
し
て
説
明
責
任
が
あ
る
と
思
う
。

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

農
業
・
水
産
行
政
に
つ

い
て

高嶺小学校

糸満漁協へのさらなる支援を

いとまん市議会だより（11） 令和４年 12 月５日

新垣 安彦 議員

○ 12 月定例会を傍聴される方々へのお願い
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、議会の傍聴を希望される方々におかれましては、次
のことについて御協力のほど、よろしくお願いいたします。
　○咳エチケット、マスク着用等の感染予防をお願いいたします。
　○傍聴席入り口前のアルコール消毒液にて手指の消毒、または手洗い等をお願いいたします。
　○発熱、風邪症状などで体調が優れない方は傍聴を御遠慮願います。

○目の不自由な方に「声の広報」届けます。　
　目の不自由な方に糸満市議会の情報を届けるため、糸満市議会だよりをＣＤに吹き込み配布してお
ります。
　詳しくは、議会事務局議事係までお問合せください。（☎098-840-8100）

○糸満市議会のホームページで本会議の映像が視聴できます。
糸満市のホームページから糸満市議会の本会議（ライブ・録画）を視聴することができます。
詳しくは市議会のホームページに掲載されますので、御確認ください。
また、過去の会議録の検索・閲覧や議会だよりについても掲載されておりますので御利用ください。

市議会ＨＰ　http://www.city.itoman.lg.jp/bunya/gikai/



◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇いとまん市議会だより 令和４年12月５日 （12）

◆◆◆ 令和４年　第６回定例会議案等処理結果 ◆◆◆
事件番号 件　　　　名 議決結果

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 異議なし

認定第１号 令和３年度糸満市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　定

認定第２号 令和３年度糸満市人材育成事業特別会計歳入歳出決算の認定に
ついて 〃

認定第３号 令和３年度糸満市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 〃

認定第４号 令和３年度糸満市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定につい
て 〃

認定第５号 令和３年度糸満漁港ふれあい公園事業特別会計歳入歳出決算の
認定について 〃

認定第６号 令和３年度糸満市土地区画整理事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 〃

認定第７号 令和３年度糸満市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定
について 〃

認定第８号 令和３年度糸満市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認
定について 〃

議案第60号 令和３年度糸満市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に
ついて

原案可決
及び認定

議案第61号 令和３年度糸満市下水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
について 〃

議案第62号　令和４年度糸満市一般会計補正予算（第４号）に対
する修正案 否　決

議案第62号 令和４年度糸満市一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第63号 令和４年度糸満市人材育成事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第64号 令和４年度糸満市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第65号 令和４年度糸満市介護保険特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第66号 令和４年度糸満漁港ふれあい公園事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第67号 令和４年度糸満市土地区画整理事業特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第68号 令和４年度糸満市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 〃

議案第69号 令和４年度糸満市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〃

事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第70号 令和４年度糸満市水道事業会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第71号 糸満市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例に
ついて 〃

議案第72号 糸満市コミュニティセンター条例の一部を改正する条例につ
いて 〃

議案第73号 糸満市営住宅設置及び管理条例の一部を改正する条例について 〃

議案第74号 財産の取得について（糸満市立小中学校電子黒板整備業務） 〃

議案第75号 字の区域の変更について 〃

議員提出議案
第　13　号

中華人民共和国による弾道ミサイル発射に関する意見書及び
抗議決議の提出について 〃

県産品奨励月間に伴う「地元産品奨励及び地元企業優先使用」
の要請について（依頼） 採　択

県産品奨励月間に伴う「地元企業優先活用」（要請） 〃

県産品の優先使用について（要請） 〃

「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効期限延長に関する陳情 〃

議員提出議案
第   14   号

「駐留軍関係離職者等臨時措置法」の有効期限延長に関する意見
書の提出について 原案可決

議員提出議案
第   15   号

児童福祉としての保育制度の拡充を求める意見書の提出につい
て 〃

議員提出議案
第   16   号

高嶺小学校移転改築事業の入札不調解明のための調査特別委
員会設置に関する決議について 否　決

議員派遣の件 決　定

沖縄を再びいくさば(戦場)にさせないための陳情 継続審査

園児・小学生・中学生・今を生きる子供時代のマスク着用につい
ての陳情書 〃

パートナーシップ・ファミリーシップ制度に関する陳情書 〃

選択的夫婦別姓の法制化を求める意見書の提出を要望する陳
情書 〃

沖縄本島南部土砂採取計画の撤回を国に要請することを求める
陳情 〃

◆◆◆ 令和４年　第７回臨時会議案等処理結果 ◆◆◆
事件番号 件　　　　名 議決結果

議案第76号 令和４年度糸満市一般会計補正予算（第５号） 原案可決

議案等番号 件名
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議案第62号　令和４年度糸満市一
般会計補正予算（第４号）に対する
修正案

9月13日 否決 21 20 7 13 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 議 × × 〇 〇 〇 × × 〇

認定第１号 令和３年度糸満市一般会計歳入歳
出決算の認定について 9月28日 認定 21 20 13 7 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 議 〇 〇 × × × 〇 〇 ×

議員提出議案
第   16   号

高嶺小学校移転改築事業の入札不
調解明のための調査特別委員会設
置に関する決議について

9月28日 否決 21 20 8 12 × × × × × × 〇 × × 〇 〇 〇 議 × × 〇 〇 〇 × × 〇

※「〇」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「除」：除斥　「退」：退席　「－」：議場に不在　「議」：議長（議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません）　　　　　　　　　　　　　　　　糸満市議会議員　条例定数　21人
※【会派名略称】糸保：糸保改　兼城：兼城クラブ　公明：公明党　南山：南山クラブ　共産：日本共産党　未来：未来糸満　結び：結びの会　良保：良保会　無：無会派

◆◆◆ 令和４年第６回定例会　議案等に対する議員の賛否一覧（全会一致を除く）◆◆◆

※「〇」：賛成　「×」：反対　「欠」：欠席　「除」：除斥　「退」：退席　「－」：議場に不在　「議」：議長（議長は可否同数の場合を除き、表決には加わりません）　　　　　　　　　　　　　　　　糸満市議会議員　条例定数　21人
※【会派名略称】糸保：糸保改　兼城：兼城クラブ　公明：公明党　南山：南山クラブ　共産：日本共産党　未来：未来糸満　結び：結びの会　良保：良保会　無：無会派

◆◆◆ 令和４年第７回臨時会　議案等に対する議員の賛否一覧（全会一致を除く）◆◆◆
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議案第76号 令和４年度糸満市一般会計補正予算
（第５号） 11月2日 原案

可決 20 19 18 1 〇 〇 〇 〇 〇 欠 × 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇


